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５月の生産指数は、電子部品・デバイス工業などの低下
により、３カ月ぶりに前月を下回りましたが、総じてみ
ると高水準で推移しています。 

 
鉱工業生産指数は、2015年の生産水準を100として、その変化を表しています。  

  
５月の輸出は、中国及び韓国向け半導体等製造装置などの減
少により、２か月ぶりに前年を下回りましたが、総じてみる
と高水準で推移しています。 
 

 

  
５月の百貨店・スーパー販売額は、衣料品の動きが鈍か
ったことなどから、２か月連続で前年を下回りました。 

 

  
５月の有効求人倍率は1.59倍と、５か月ぶりに前月を下回り
ました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。 

  １．００倍より大きいと、人手不足を表します。 

   
 
○福岡市では、観光客等宿泊者の増加に伴うホテル建設ラッシュで客室数が急増しています。客室稼働率も高く、今後もさら

なる労働力が必要になると思われます。一方、福岡県内の過去10年間の状況をみますと客室数が増加する中、宿泊業の就

業者数は減少しており、人手不足が深刻化しています（図1、図２）。 

○こうした人手不足の深刻な状況は全国的にもみられ、企業の雇用人員判断指数※にも表れています（図３）。 

  ※企業の雇用人員の過不足を示すもので、雇用人員が「過剰」と答えた企業の割合から「不足」と答えた企業の割合を差し引いた数値 

○人手不足解消のためには労働環境の改善や従業員のスキル向上といったことに加え、外国人労働者やAIの活用といった多

種多様な工夫や取り組みが必要となるのではないでしょうか。 
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図１ 

出所）福岡市経済観光文化局 

「『福岡市の観光・MICE』2019年版」 

図２ 

客室数は増えているが宿泊業従業者は減少 

出所）日本銀行「企業短期経済観測調査」 
出所）従業者数 総務省統計局「国勢調査」  

客室数  厚生労働省「行政衛生報告例」 
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